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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「高精度な地表面水文量予測情報の創出」グループ（東京大学） 

① 研究開発代表者：芳村 圭 （東京大学 生産技術研究所、教授） 

② 研究項目 

・高精度な地表面水文量予測情報の創出および自治体業務等における実装 

・Today’s Earth システムの開発、TE-Japan, TE-Globalの運用（JAXA と共同） 

・衛星観測の活用による予測と現状把握の高度化(JAXA と共同） 

・統合陸域シミュレータの開発 

・AI降水量補正手法の開発 

・将来の洪水リスク変化の推計 

 

（２）「予測情報による社会変革の可能性検討」グループ（名古屋大学） 

① 主たる共同研究者：中村 晋一郎 （名古屋大学 大学院工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・洪水予測情報による社会影響推計・評価 

・QoL評価モデルの開発 

・社会影響現地調査 

・予測情報による社会変革の可能性とボトルネックの検証 

 

 

§２．研究開発成果の概要  

 

本研究は、「洪水が災害にならない持続可能な社会」を目指し、Today’s Earth（TE）-Japan による

リードタイムの長い予測情報を活かした新たな広域治水システムを構築することを目的としている。

今年度芳村グループでは、パイロット地域である長野県との協議を進め、「長野県庁職員向け

cmap」（cmap：リアルタイム被害予測ウェブサイト）を新たに構築し、それを通じて TE-Japan のデー

タ提供及び長野県内市町村での利活用を開始した。この成果については、2022 年 1 月にプレスリ

リースを行った。また、AI を用いた降水量予測の改善を図るなど独自の洪水予測精度改良を進め

た。さらに、TE システムに実装可能なダム操作モデルを構築し、河川流量推定の精度向上を確認

し論文発表した。これらの成果が評価され、2022 年 3 月には、「衛星・陸域水循環融合システム

Today’s Earthの開発」に対して代表者の芳村と参画者の馬（東大）と山本（JAXA）が第５回宇宙開

発利用大賞文部科学大臣賞を受賞した。中村グループでは、予測技術が地域社会へともたらすイ

ンパクトを抽出するためのステークホルダーとのワークショップを新型コロナウイルス感染症の影響

により次年度へ延期したが、ワークショップの実施方法及びデザインの検討を深めることで、より効

果的なワークショップ方法を考案することができた。合わせて、対象地域での QoL 評価のための

Web アンケートと現地の行政及び民間の関係者へのヒアリング調査を実施したほか、予測技術に

よる直接被害軽減効果の推計のための数値モデルの適用を行った研究を論文としてまとめ、次年

度発表予定である。また、社会実装を実現する上で必要な農学、社会学といった多様な専門分野

の研究者に参画いただくことで体制の強化を実現し、新体制のもと 2 回のグループミーティングを

実施した。 
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